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療，都市計画などの需要にありつく。
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第 1表連邦政府研究開発費支出(197ト 72) (100万ドル〕
1970 1972 fl 同%省197予2年算度中の 研う究1ち9大開72'発学年費機度関の
原子力委 1，346 1.251 54% 
28069 百ド万ル
国 防 7，424 7，734 10% 
航空宇宙局 3，699 3，109 99% 128 
3l: 通 246 543 7% 
農 務 288 314 S% 
商 務 118 151 12% 
環境・保護 38 96 7% 
住宅都市開発 14 50 1% 
内 務 153 207 '14% 
健:康・教育・福祉 1，235 1，477 38% 744 
退役軍人 58 62 1% 
労 働 20 25 
司 法 5 21 1% 
全米科学財団 293 403 73% 298 
そ の 他 160 223 
計 15，098 15，666 
1) estimate. 
山所 Dudge活ザ theU. S. Gov. 1972， Special Analysis. p. 273より算出。


























7) C. J. Hitch & R. N. Mckean， The Eco削 micsof D，ザ即日 間 theNuc/ear Age， 19叩，
(前田訳， 274ベー ジ〉。
8) Ibid， (同訳書， 355ベー ジ〕。








































の集積，集中過程との関連に類似した現象である。すなわち， A~ B. C"とい
う三つの水準の生産能力があり， Aは優位， Bは中位， Cは劣位という三つの
レベノレがあるとしよう。
Aは， 100の資本を投じて 1日に 120単位の使用価値(例えぼ120トン白鉄鋼〉
をつくることができ Bは， 100の資本で 100単位， cは100の資本で80単位
を生産する。
120 ゃ 100 ~" 80 投資の効率は， Aが 10百=1.2，Bか 10百三1.0， Cか I百百=0.8である。
そこで， Aの価格は 1ケ当り，S，Bの価格は 1ケ当り.1， Cの価格は，
寸Eなり 社会的には， A， B，Cの平均であるBの価格で販売されるから，
5 1 Aには 1-;= 6 の超過利潤が発生し Cは平均以上の費用を必要とする。































1966年 1月，大統領経済諮問委員会の G.7クリー ， A オーカ Y，O.エグ
開発財政支出による競争白組側位
第2表合衆国予算支出の機能別分類 ο945ー72)
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出所 The Bu唱叫forfiscal year 1972， p. 84 
シュタイ Yが担当した「人的資源の強化」と題するレポートは，人的資源強化
のための財政支出の内容として，第一に教育機会の階段をつくりあげるた
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物的資本の貢献よりも，人的資本の貢献ーーとくに，技術の変化と人的資本の
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1) Funds approp加 thep四回dent.の項目.
1972. The Budget of the U.旦Gov.fiscal year' 1972， U. S. Gov. Pri. Office， 1971， 
p.523 
1948ー-i;5は AmericanEnterprise Institute， The F-ラ.-iceof the U. S. Guv. 1948-1967， 





















































































開発財政支出による競争の組織b (21) 21 
務員相互の生存競争を組織するという問題である。これは，住民による大量の
納税が，民間資金と合体されて「資本」に転化されるという新しい資本蓄積の
様式が支配的となった時代における生存競争の組織化であり，それ故にこそ現
代の画家独占資本主義におけるもっとも注目すべき現象の一つなのである。
従来の開発財政支出論は，その最良のものにおいてさえ，せいぜいのところ
「統一された意志」のもとでの「破壊」と「調整」を定式化して， これを政府
部門の管理技術論に発展させたにすぎなかった。また，この立場を批判する側
も，国家による所得の再配分，それによる資本蓄積の促進としてきわめ ζ一般
的に定式化していたにすぎない。これらの立場に対し，こり研究では，開発財
政支出を軍事，地域，人的能力の三つの側面から総合的にとらえなおし，社会
的分業の再編成， 土地所有， 労働力の技能のスグラップ化と流動化の過程を
「同家独占資本主義における私的独占E国家的独占の競争下で，国家的独占の
各分野における競争の組織化を通じての資本蓄積はいかにして進行するか」と
いう形で問題とした。
本研究の素材は基本的には合衆国と日本からとられているが，とくに軍事的
開発については，合衆国の国防調達制度を典型としている。研究開発過程より
も国防調達過程そのものに重点があるのは，ここにおいて軍事的開発の特徴が
きわめて純粋に反映されていると考えたからである。
このような研究にあたって，国家的独占の概念があいまいなことは，重要な
つまづきになると考えて，いわゆる「統ーされた意志」の実体としての国家的
独占の概念をまず確定しておいた。予備的考察の叙述は地域開発からはじめて
いるが，これは IC本においτは，地域開発がもっとも身近かな問題としてあ
るためであり，展開の順序としては，軍事的開発問題からはじめるのが妥当で
あろう。く続)
